
明
治
前
期
の
漁
場
慣
行

1
島
根
半
島
沿
岸
漁
村
の
実
態
1

近
袋
業
史
研
究
の
現
段
階
は
個
別
研
究
の
集
積
が
充
分
で
な
く
総
括
で

(
1
)

き
る
よ
う
な
状
況
で
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
島
根
の
漁
業
史
研
究
の
場
合

は
と
り
わ
け
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
っ
て
ょ
く
、
個
別
研
究
が
少
な
す
ぎ
る
と

つ
た
状
況
で
あ
る
。
と
は
い
ぇ
地
域
の
漁
業
史
を
解
明
し
た
先
学
の
蓄
積
は

いな
い
わ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
二
野
瓶
徳
夫
氏
『
漁
業
構
造
の
史
的
展
開
』
は

貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
さ
ら
に
史
料
的
に
も
理
論
的
に
も
一
層
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

本
稿
は
島
根
半
島
沿
岸
漁
村
を
通
し
て
島
根
漁
業
の
史
的
展
開
を
分
析
す
る

も
の
で
、
内
容
は
漁
業
生
産
・
漁
場
利
用
・
漁
業
経
営
・
漁
業
技
術
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。
論
旨
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
実
証
は
、
県
庁

文
書
・
旧
役
場
文
書
な
ど
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

め

こ

じ

ι

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

明
治
前
期
の
島
根
半
島
は
、
島
根
・
秋
鹿
・
楯
縫
・
神
門
郡
の
行
政
区
域
に

ま
た
が
っ
て
い
た
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
対
象
漁
村
の
概
要
は
、
明
治
一
七

年
「
島
根
県
統
計
量
国
」
に
ょ
れ
ば
表
一
の
よ
う
に
な
る
。

各
漁
村
の
漁
業
者
は
、
浦
隣
・
浦
沖
の
場
所
名
を
つ
け
た
沿
岸
に
近
接
し
た

漁
場
で
、
回
游
し
て
く
る
魚
介
類
を
採
捕
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
海
辺
に
成
立
し
た
海
村
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
ら
は
す
べ
て
漁
業
を
お
こ
な
う
漁
村
と
い
う
わ
け
で
な
い
。
田
畑
の
多
い
海

村
で
あ
れ
ば
居
住
民
は
士
地
に
緊
縛
さ
れ
、
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
か
れ
ら

が
耕
作
地
を
失
っ
た
農
民
で
あ
っ
て
も
、
多
く
は
地
主
の
隷
農
的
支
配
の
も
と

農
業
に
留
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
明
治
と
も
な
る
と
、
事
情
は
大
き

く
転
換
し
た
。
島
根
県
全
体
の
漁
業
戸
数
・
人
口
を
み
た
の
が
表
二
で
あ
る
が
、

明
治
一
0
年
代
か
ら
二
0
年
代
に
か
け
て
急
増
し
、
と
く
に
松
方
デ
フ
レ
が
加

一
、
対
象
漁
村
の
概
要

森
安

一
九
九
二
年
三
月

章六
九
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漁浦

男

津浦

津浦

所属郡名

表1

島根郡

楯縫郡

十六島浦

対象漁村の概要

釜

漁場名

御津浦灘

小津浦沖

同

浦

塩津浦

郡

同

鯛・鳥賊・鯖・飾・鰯・章魚

鯛・飾・鯖・鋸・鰯・鳥

賊・鮑・海苔・石花菜

鯛・鯛・鯖・鱈・鰯・鳥

賊・鮑・海苔・石花菜

鯛・鮒・鯖・鋸・鰯・鳥

賊・鮑・海苔・石花菜

鯛・姫・鯖・腸・鰯・鳥

賊・鮑・海苔・石花菜

鯛・飾・鯖・鋸・鰯・鳥

賊・鮑・海苔・石花菜

十六島浦沖

採捕の水産名
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郡

同

浦

釜浦沖

島根県内務部明治17年「島根県統計書」

郡

明治13年

N

同

塩津浦沖

郡 只浦沖

10,830

11,199

11,100

11,181

11,064

12,223

10,250

12,794

12,744

12,899

15,495

16,367

22,112

表2

数

10,386

10,509

10,532

10,408

10,580

13,356

12,013

13,837

14,439

14,434

15,626

16,149

19,766

漁戸および漁人(島根県)

総
業

女

25,620

26,437

26,148

26,816

28,139

28,842

26,四8

28,816

28,5侃

27,302

31,833

34,337

43,241

数

0

4,133

4,276

4,293

4,337

4,978

3,315

3,372

2,946

2,696

2,169

3,255

3,506

フ,206

漁

専

男

フ,165

フ,381

フ,364

フ,273

8,360

10,101

9,299

10,875

H,270

10,996

11,075

12,928

10,769

島根県内務部各年「島根県統計書」

業

女

3,492

3,581

3,391

3,629

3,737

3,203

3,57フ

2,201

1,791

1,238

2,008

1,536

3,155

人

兼

明
治
前
期
の
漁
場
慣
行
1
島
根
半
島
沿
岸
漁
村
の
実
態
1

森
安
章

速
を
つ
け
た
よ

う
で
あ
る
。
対

象
漁
村
の
場
合

を
み
た
の
が
表

三
で
あ
り
、
県

全
体
と
同
一
の

傾
向
を
示
し
て

そ
の
理
由
は
、
漁
業
は
季
節
性
の
高
い
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
兼
業
が
多
く
な

る
が
、
当
時
の
統
計
技
術
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

漁
業
の
特
色
は
、
自
家
労
働
力
に
ょ
る
漁
家
経
営
も
あ
る
が
、
多
人
数
の
協

業
に
ょ
っ
て
漁
業
生
産
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
明
治
前
期
に
お
い

て
漁
業
戸
数
・
人
口
が
増
加
し
た
の
は
、
多
人
数
の
協
業
を
必
要
と
す
る
漁
具

漁
法
が
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
は
個
人
的
大

経
営
か
小
漁
民
の
共
同
経
営
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
具
体
的
形
態

に
つ
い
て
は
第
三
節
で
あ
つ
か
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
の
関
連
で
漁
船
数
の

激
増
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
表
四
に
ょ
れ
ば
、
多
人
数
の
協
業
を
必
要
と
す

る
地
引
網
用
船
・
大
敷
網
用
船
が
増
加
し
て
い
る
。
漁
業
者
の
か
な
り
の
部
分

津
浦
ほ
か
四
浦

(
明
治
二
二
年

四
月
、
合
併
し

て
北
浜
村
)
の

漁
業
戸
数
が
減

小
ノ
し
て
い
る
が
、

只

七
0

戸

御
小

而
 
M
 
Ⅱ

0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7

2
2
2
2
2
2
2
2

い
る

た
だ
小
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漁

御津浦

小津浦

浦釜

十六島浦

浦

明

数

治

表3

総数

島根県内務部各年「島根県統計書」

漁

Ⅱ

漁戸および漁人(漁浦)

385

人

専業

年

(男)

414

兼業

明治13年

14

15

16

17

22

23

24

25

26

村名

275

地引網用船

御津村

四6

517

555

531

711

1,171

1,088

1,042

1,015

942

明

139

数

大敷網用船

表4

北浜村

治

179

総数

漁

漁船(島根県)

25

島根県内務部各年「島根県統計書」

246

人(男)

284

網

専業

年

196

543

大敷網

1,039

1,048

1,053

1,088

1,285

1,466

1,324

1,001

1,047

1,318

船

兼業

釣魚用船

50

鯉(貫)

鯖(尾)

鯵(貫)

438

4,546

4,745

4,804

4,893

5,048

6,850

1,566

8,059

8,130

フ,038

105

明治20年

採藻

採貝

地引網

2,500

30,000

700

表5

用船

鰕(貫)

鯖(尾)

鯵(貫)

153

165

142

136

138

3,300

2,731

2,333

2,817

2,690

主要漁法の漁獲量(邇摩郡福光村)

その他計

21

3,200

50,000

900

明治20年

邇摩郡福光村明治25年「統計」

8,102

8,37フ

8,419

8,519

9,103

14,628

14,501

15,034

15,293

10,222

2,300

1,500

20

22

2,300

22,000

650

21

2,500

2,000

40

23

2,000

20,000

600

22

2,000

1,000

30

24

2,000

20,000

550

23

1,800

500

20

25

1,000

12,000

500

24

1,800

25

1,300

戸戸

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

6
6
6
6

浦
浦

津塩
只

0
 
0

一
九
九
二
年
三
月

0
 
0

七
一

2
0
0
0
5
0

フ
7
4
1
0
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0
2
8
7
0
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5
7
4
0
2
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ー
ー
ー

0
8
0
9
0
8

2
4
3
6
8
4

0
4
8
8
0
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明
治
前
期
の
漁
場
慣
行
1
島
根
半
島
沿
崖
漁
村
の
実
態
1

は
、
十
数
人
か
ら
数
十
人
の
労
働
力
を
要
す
る
こ
う
し
た
漁
法
部
門
に
吸
収
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
漁
船
の
増
加
は
地
引
網
・
大
敷
網
な
ど
多
種
多
様
の
漁
具
漁
法

を
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
漁
業
生
産
を
活
発
化
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
漁
獲
量
は
一
時
的
に
は
増
大
し
て
も
、
や
が
て
頭

打
ち
と
な
り
漁
業
は
衰
退
し
て
い
く
の
は
当
時
の
漁
業
事
情
か
ら
し
て
必
然
で

あ
っ
た
。
対
象
漁
村
で
は
な
い
が
邇
摩
郡
福
光
村
の
主
要
漁
法
の
漁
獲
量
を
み

た
の
が
表
五
で
あ
る
が
、
明
治
二
0
年
代
の
初
頭
に
頭
打
ち
し
減
少
傾
向
に
転

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
^
態
を
も
た
ら
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
県
は

「
逐
年
漁
民
ノ
戸
口
増
加
ス
ル
ニ
モ
不
拘
漁
業
ノ
区
域
ハ
依
然
ト
シ
テ
拡
マ
ル

(
4
)

ナ
ク
漁
法
亦
進
マ
ス
年
一
年
生
活
ノ
困
難
ヲ
来
セ
リ
」
と
分
析
し
た
。
つ
ま
り

漁
業
者
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
先
漁
場
と
い
う
限
定
さ
れ
た
水
域
で
の

非
能
率
的
な
伝
統
漁
法
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

明
治
三
0
年
代
の
漁
獲
量
を
表
六
で
み
る
と
、
漁
業
生
産
は
年
を
逐
っ
て
衰
退

(
5
)

し
て
い
っ
た
。

森
安
章

一
明
治
初
年
の
漁
業
権

七
二

ニ
、
漁
場
利
用
の
実
態

島
根
県
庁
に
保
存
さ
れ
て
い
る
漁
業
史
料
の
う
ち
に
、
明
治
初
年
の
漁
業
権

(
6
〕

台
帳
と
い
う
べ
き
明
治
九
年
「
漁
業
場
区
台
帳
」
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
ょ

)し

れ
ば
各
漁
浦
別
に
主
要
漁
場
・
期
節
・
漁
名
・
反
別
・
縦
横
問
数
.
年
期
.
拝

借
人
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
漁
場
の
所
有
形
態
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
小
津
浦
ほ
か
四
浦
に
つ
い
て
表
七
を
み
る
と
、
主
要
漁
場
と
し
て
合
計

二
0
場
区
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
一
七
場
区
は
浦
中
持
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
地
先
漁
場
は
ほ
ぽ
村
落
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
稼
人

惣
代
と
な
っ
て
い
る
三
場
区
に
つ
い
て
も
、
少
数
の
個
人
持
の
惣
代
で
あ
る
か

多
数
の
も
の
の
惣
代
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
も
し
多
数
の
惣
代
で
あ
れ
ば

浦
中
持
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
に
惣
代
の
人
名
に
つ
い
て
、
有
力
な
漁

)

)

し

し

業
者
と
み
て
ょ
く
網
主
と
想
定
し
て
ょ
か
ろ
う
。

御
津
浦
の
場
合
は
表
八
で
あ
る
が
、
拝
借
人
の
全
員
が
列
記
し
て
あ
り
、
こ

こ
で
は
人
数
で
表
記
し
た
。
主
要
漁
場
の
一
一
場
区
の
う
ち
鰯
網
六
場
区
は
各

七
0
人
で
あ
る
か
ら
、
浦
中
持
と
み
て
も
よ
か
ろ
う
。
他
の
場
区
は
個
人
持
か

浦
中
持
か
、
ど
ち
ら
と
も
い
ぇ
な
い
。
こ
う
し
て
一
っ
ひ
と
つ
検
討
を
重
ね
て

い
く
と
島
根
半
島
沿
岸
漁
村
の
地
先
漁
場
の
全
体
像
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
よ

う
で
、
浦
中
持
が
広
範
に
成
立
し
て
い
た
と
断
吾
し
て
ょ
ろ
し
か
ろ
う
と
思
う

表6 明治後期の漁獲量(島根県)

明治31年

32

産額(貫)

Ⅱ,262.004

10,804.480

10.497,937

8,233,217

9.464,293

8,285,695

3,421,634

5,フ78,313

4,2H,57フ

5,863,450

33

価格(円)

34

35

1,100,981

1,180,719

926,908

984,533

1,057,851

982,884

874,968

1,181,080

1,232,463

1,797,046

36

37

38

39

如

「第二次殖産十年計画」既往

十年間産額・価格。ただし遠

洋漁業は除く。
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漁 浦

小津浦

表7

十六島浦

反

明治9年主要漁場の権利者形態(小津浦ほか4浦)

反

514.5000

フ71.7150

釜

別

38.4000

38.4000

2,646.0000

浦

漁

5.5258

1,102.5000

名

塩津浦

大

8.2206

8.2206

8.2206

8.6131

8.6131

8.6131

8.6131

3".5094

名

網

稼人惣代山根柳助

上に同じ

網

敷網

敷網

敷網

敷網

権

敷

只

浦中持稼人惣代

上に同じ

上に同じ

大敷網

大敷網

大敷網

四ツ張網

四ツ張網

四ツ張網

四ツ張網

a暑 網

利

浦

島根県文書科明治9年「漁業場区台帳」

浦中持稼人惣代

稼人惣代

8.2206

8.2206

8.2206

8.2206

344.5044

者

吉川勘三郎

浦中持稼人惣代

上に同じ

上に同じ

上に同じ

上に同じ

上に同じ

上に同じ

上に同じ

岡修左衛門

上に同じ

四ツ

四ツ

四ツ

四ツ

ヨ暑

張網

張網

張網

張網

網

松浦吉兵衛・河谷平四郎

る?
0、』ノ

浦中持稼人惣代

上に同じ

上に同じ

上に同じ

上に同じ

権利者数

島根県文書科明治9年「漁業場区台帳」

佐藤柳右衛門

表8

反

明治9年主要漁場の権利者
形態(御津浦)

反

30.3100

30.3560

42.8030

24.2160

28.4299

61.5147

28.5054

15.627フ

4.1103

3.0261

4.2079

別 漁

網
網

鰯
飯

網
網

網
網

大
鱈

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

斯
大

⇔
漁
場
利
用
の
特
徴

明
治
初
年
の
漁
業
権
に
つ
い
て
、
地
先
漁
場
に
お
い
て
は

浦
中
持
が
広
範
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た
が
、

こ
れ
を
漁
場
利
用
形
態
と
の
関
連
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

0

農
商
務
省
が
編
纂
し
た
「
漁
業
に
関
す
る
慣
行
及
先
例
」

いに
ょ
れ
ば
、
漁
場
利
用
の
変
遷
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い

網
網
網
網
網
網

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

一
九
九
二
年
二
月

第
一
期
乙
村
力
甲
丙
村
ノ
地
先
ヲ
占
領
ス

第
二
期
乙
村
力
甲
丙
両
村
ノ
地
先
二
入
会
ス

第
三
期
乙
村
甲
丙
両
村
卜
互
二
侵
漁
セ
ス

島
根
半
島
沿
岸
の
海
村
で
も
そ
の
地
先
漁
場
を
他
の
特
権

を
持
っ
た
漁
村
に
占
有
さ
れ
、
漁
業
が
で
き
な
い
と
い
う
事

例
は
明
治
以
前
ま
で
に
は
僅
々
あ
っ
た
。
秋
鹿
郡
伊
野
浦
は

七
三

敷
敷

大
屠

大
大
大

6
9
9
2
0
0
0
0
0
0
0

ー
ー
ー
ー
フ
フ
フ
フ
フ
フ



前期の専用漁場

漁具漁法

腸網

漁

(只浦)

四ツ張網

(字穴合網場)

四ツ張網

(字沖網場)

四ツ張網

(字仲網場)

四ツ張網

(字前網場)

四ツ張網

(字新川網場)

期

6月~10月

漁

4月~7月

明

4月~7月

物

治

4月~7月

の

左に同じ

9

4月~7月

貝採海藻採

肥料海藻採

位

年

4月~7月

左に同じ

置

鰯中引網

左に同じ

以

f腔卜網

漁具漁法

左に同じ

〔297〕

後

島釣

左に同じ

左に同じ

9月~5月

海苔

漁

左に同じ

期

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

明治21年に

大敷網に変更

左に同じ

左に同じ

左に同じ

大字只浦・佐香村大字三浦境界より

亥の正中見通し

大字塩津・大字只浦境界より見通し

大字只浦・佐香村大字三浦境界より

亥の正中見通し

大字塩津・大字只浦境界より見通し

大字只浦・佐香村大字三浦境界より

亥の正中見通し

大字塩津・大字只浦境界より見通し

大字只浦・佐香村大字三浦境界より

亥の正中見通し

大字塩津・大字只浦境界より見通し

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

4里沖合

左に同じ

左に同じ

4里沖合

鯲網

30間以内

延長1259間

鰯掛網など

掛網

4月~7月

7里沖合

めばり網

テグリ網

明
治
前
期
の
漁
場
慣
行
'
根
半
島
沿
岸
漁
村
の
実
態
1

森
安
章

七
四



置

以年8

の

治明

隣
村
の
畑
浦
地
先
に
二
力
所
の
網
場
を
も
ち
、
畑
浦
で
は
漁
業
に
従
事
す
る
も

の
が
な
く
、
農
業
と
酒
造
業
を
主
と
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
六
年
三

月
、
畑
村
で
自
村
地
先
に
二
力
所
の
大
敷
網
漁
場
の
許
可
を
出
願
し
た
と
こ
ろ

(
8
)

か
ら
激
し
い
紛
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
し
か
し
島
根
半
島
沿
岸
の
大
部
分
の

地
域
で
は
、
地
先
漁
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
の
漁
村
の
専
業
漁
場
で
入
会
関
係

は
な
く
、
第
三
期
の
段
階
に
あ
っ
た
。

対
象
漁
村
の
漁
場
利
用
に
つ
い
て
、
楯
縫
郡
北
浜
村
大
字
只
浦
の
明
治
八
年

以
前
、
明
治
九
年
以
後
「
漁
業
慣
行
調
査
書
」
(
以
下
只
浦
「
漁
業
慣
行
」
と

略
記
)
と
島
根
郡
御
津
村
「
漁
場
慣
行
調
査
書
」
(
以
下
御
津
村
「
漁
場
慣
行
」

(
9
)

と
略
記
)
を
つ
う
じ
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
漁
村
の
地
先
漁
場
は
浦
中
持
で
あ
り
、
ま
た
他
村
か
ら
の
入
漁
を

場
区
を
定
め
て
営
む
漁
業

七
五

山
陰
地
域
研
究
後
統
文
化
)
第
八
号

定
め
な

場
区

を

認
め
な
い
自
村
の
専
業
漁
場
で
あ
っ
た
が
、
自
村
の
漁
業
者
で
あ
れ
ば
だ
れ
で

も
自
由
に
漁
場
利
用
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
只
浦
の
漁
業
利
用
の

実
態
を
み
た
の
が
表
九
で
あ
る
。
漁
業
に
は
場
区
を
定
め
て
営
む
も
の
と
場
区

を
定
め
な
い
で
営
む
も
の
と
の
二
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
前
者
は
大
敷
網

.

四
ツ
張
網
・
鰐
網
の
網
場
で
有
力
な
漁
業
者
が
排
他
独
占
的
に
利
用
し
「
他
地

方
人
ハ
素
ヨ
リ
自
町
村
浦
人
卜
難
モ
狠
り
ニ
入
漁
セ
シ
メ
ス
」
で
あ
っ
た
。

大
敷
網
四
ツ
張
網
場
ヲ
距
ル
百
五
拾
間
以
内
二
於
テ
該
網
季
節
内
網
漁
及
ヒ

釣
漁
ス
ル
ヲ
得
ス
又
網
漁
中
鯱
網
ハ
三
拾
町
以
内
二
於
テ
営
業
ス
ル
ヲ
得
サ

ル
慣
行
ナ
リ

鱈
網
季
節
中
該
慣
行
場
二
、
ブ
網
漁
ハ
勿
論
釣
漁
卜
錐
モ
漬
ノ
周
囲
百
間
以
内

二
於
テ
営
業
セ
シ
メ
サ
ル
慣
例
ナ
リ

一
九
九
二
年
三
月

で
営
む
漁
業

〔296〕

大字只浦・佐香村大字三浦境界

亥の正中見通し

大字只浦・大字塩津境界

亥の正中見通し

大字只浦字舟入より

亥の正中見通し

大字只浦字大床鼻より

亥子の中心見通し

大字只浦字小浜穴口より

子亥の中心見通し

大字只浦字恵美須松より

子の35度見通し

大字只浦字タチガ前より

子の50度見通し

場

表9

位

明治

月1」

5里沖合より

15里以内

大字只浦・佐香村大字三浦境界

亥の正中見通し

大字只浦・大字塩津境界見通し

大字只浦・字大床鼻より

字平鼻見通し

大字只浦・佐香村大字三浦境界

亥の正中見通し

大字只浦・大字塩津境界見通し

大字只浦・佐香村大字三浦境界より

大字塩津・大字只浦境界まで

大字只浦・佐香村大字三浦境界より

大字只浦・大字塩津境界まて

155間

Ⅱ5間

340問

230間

325間

30間以内

延長1259問

し)

以内

如間

延長1259間

海苔島

只浦明治8年以前・明治9年以後「漁業慣行調査書コ



明
治
前
期
の
漁
場
慣
行
▲
根
半
島
沿
岸
漁
村
の
実
態
1

張
待
網
ハ
四
五
六
ノ
三
ケ
月
間
ハ
営
業
セ
サ
ル
慣
行
ナ
リ

(
只
浦
明
治
九
年
以
後
「
漁
業
慣
行
」
)

一
方
、
後
者
の
漁
場
は
自
村
の
漁
業
者
で
あ
れ
ば
平
等
の
立
場
で
利
用
で
き

る
が
、
鰯
中
引
網
・
飯
掛
網
は
大
敷
網
・
四
ツ
張
網
の
漁
期
に
は
出
漁
を
禁
止

さ
れ
て
い
る
か
ら
競
合
す
る
こ
と
は
全
く
あ
り
え
な
い
。
明
治
九
年
以
後
に
は

鯲
網
・
鰯
掛
網
・
一
ブ
グ
リ
網
な
ど
新
規
の
漁
具
漁
法
が
参
入
し
た
が
、
そ
れ
ら

も
大
敷
網
・
四
ツ
張
網
な
ど
に
影
響
を
お
よ
ぽ
さ
な
い
よ
う
に
、
は
る
か
沖
合

の
水
域
で
な
い
と
操
業
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
地
先
漁
場
で
あ
っ
て
も
自
村

の
漁
業
者
と
い
ぇ
ど
も
平
等
な
立
場
で
は
な
く
、
有
力
な
漁
場
者
が
実
権
を
に

ぎ
り
有
力
者
の
た
め
の
漁
場
利
用
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
し

た
旧
慣
に
背
い
た
場
合
に
は
「
充
分
諠
責
ノ
上
将
来
ヲ
戒
ム
ル
ニ
止
ム
ル
ト
難

モ
猶
状
情
二
依
り
テ
ハ
専
用
漁
業
採
貝
採
藻
場
二
於
テ
一
月
以
内
営
業
ヲ
禁
止

ス
ル
ノ
慣
行
ナ
リ
」
(
只
浦
明
治
九
年
以
後
「
漁
業
慣
行
」
)
と
い
う
こ
と
に

な
つ
た
。

一
部
の
有
力
漁
業
者
の
漁
場
独
占
に
た
い
し
て
一
般
漁
業
者
が
小
商
品
生
産

者
と
し
て
成
長
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
両
者
間
に
対
抗
関
係
が
発
生
す
る
の
は
必

然
と
い
ぇ
る
が
、
明
治
前
期
に
は
両
者
間
の
紛
争
は
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
。

と
は
い
ぇ
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
、
両
者
の
利
害
関
係
が
調
整
さ
れ
た
事
例

は
あ
る
。
島
根
郡
御
津
浦
で
は
場
区
を
固
定
し
て
営
む
漁
業
に
大
敷
網
・
地
引

網
.
鯆
網
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
大
敷
網
に
と
っ
て
多
少
と
も
妨
害
が
あ
る
も
の

は
禁
止
ま
た
は
適
宜
に
賠
償
さ
せ
て
い
た
が
、
鯲
掛
網
に
つ
い
て
は
通
魚
を
遮

り
大
敷
網
に
直
接
障
害
を
お
よ
ぽ
す
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明

治
一
七
年
漁
業
者
の
う
ち
で
出
願
す
る
も
の
が
あ
り
県
庁
は
そ
れ
を
許
可
し
た

と
こ
ろ
、
大
敷
網
側
よ
り
故
障
を
申
し
入
れ
た
た
め
一
旦
は
差
し
留
め
に
な
っ

森
安
章

た
が
、
「
万
一
他
業
二
妨
害
有
之
所
業
致
候
節
ハ
何
時
御
差
留
相
成
候
共
不
苦

候
也
」
(
御
津
村
「
漁
場
慣
行
」
)
と
の
請
書
を
鯲
掛
網
側
か
ら
入
れ
さ
せ
て
県

庁
は
許
容
し
た
。
こ
の
請
書
に
は
一
八
名
の
連
名
に
な
る
が
、
県
庁
文
書
(
明

治
九
年
「
漁
業
場
区
台
帳
」
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
大
敷
網
四
ケ
所
の
拝
借
人

名
と
は
別
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
小
商
品
生
産
的
漁
民
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

前
節
で
は
漁
場
利
用
を
め
ぐ
っ
て
漁
業
者
が
社
会
的
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ

て
い
た
か
、
そ
し
て
一
部
の
有
力
漁
業
者
が
主
要
漁
場
を
独
占
的
に
利
用
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
漁
場
利
用
を
具
体
的
に
理
解
す
る

た
め
に
、
漁
業
経
営
の
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

漁
業
生
産
を
す
る
に
は
漁
船
や
漁
網
な
ど
の
資
材
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
網

主
・
船
元
が
経
済
活
動
の
主
体
と
な
る
が
、
漁
法
の
規
模
に
ょ
っ
て
は
多
人
数

三
、
漁
業
経
営
の
実
態

七
六

3
5
4
7

2

2
2
4
3

6

1

1

の
漁
業
者
を
雇
用
す
る

こ
と
に
な
る
。
漁
法
別

に
必
要
な
漁
船
数
・
漁

業
者
数
を
み
た
も
の
が

表
九
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
自
家
労
働
力
で
は

と
て
も
無
理
で
雇
用
労

働
力
に
ょ
ら
ね
ば
な
ら

な
い
も
の
、
あ
る
い
は

1

1

1

7
 
3
 
6
 
5

1
 
2
 
1
 
ー

表]0

網腸

鰯中引網

飯掛網

四ツ張網

駅掛網

大敷網

鰯掛網

めばり網

テグリ網

海藻採貝採

〔295〕

漁法別の必要員数

漁船数 漁業者数

U

只浦明治9年以後「漁業慣行コ



〔294〕

小津浦

十六島浦

漁名

表Ⅱ

81.0

71.9

釜

明治9年漁獲高と網元入金

1,720

861

430

75

165

浦

個数忽川

敷網

網

塩津浦

1側あたり
綱元入金(円)

敷網

網

大敷網

四ツ張網

鱈網

漁獲高(円)

島根県文書科明治9年「漁業場区台帳」(海河の部)

浦

225

150

143.3

107.6

107.5

39

82.5

四ツ張網

腸網

網元入金(円)

1,080

130

漁名

3力年平均

大敷網

四ツ張網

掘網

飯網

鰯網

165

78

500

120

%個数忽の

%

840

90

750

600

150

フフ.3

52.0

73.8

76.9

76.8

52.0

73.3

表12

430

105

漁獲高側)

フフ.8

69.2

520

160

島根県文書科明治9年「漁業場区台帳」(海河の部」

450

"0

120

漁法別網元入金

2,330

1,120

560

150

225

86.0

87.5

1側あたり

漁獲高(円)

60.0

73.3

80.0

421

115

194.2

140

140

78

112.5

網元入金網)

自
家
労
働
力
だ
け
で
操
業
が
可
能
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

一
網
元
経
営

明
治
九
年
二
月
に
戸
長
が
県
庁
に
報
告
し
た
漁
場
仕
様
書
に
ょ
っ
て
網
元
経

営
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
に
す
る
(
島
根
県
文
書
科
明
治
九
年
「
漁
業
場

区
台
帳
」
)
。
小
津
浦
ほ
か
四
浦
で
は
大
敷
網
・
四
ツ
張
網
を
中
心
に
網
元
経
営

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
表
三
で
知
れ
る
が
、
網
元
入
金
は
漁
獲
高
の

八
0
バ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
も
の
が
あ
り
、
網
主
の
隷
属
的
支
配
の
も
と
に
お

か
れ
た
網
子
の
立
場
が
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
ょ
か
ろ
う
。
ま
た
漁
法
別
に

再
整
理
し
た
の
が
表
三
一
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
維
新
前
か
ら
引
き

継
い
だ
伝
統
的
漁
業
技
術
で
あ
っ
て
も
、
能
率
的
な
も
の
と
非
能
率
的
な
も
の

が
あ
り
、
技
術
的
優
劣
は
網
元
入
金
の
多
寡
に
決
定
的
に
作
用
し
て
い
る
。

2
 
2

6
 
1

網
網

3
 
4

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

大
敷
網
・
四
ツ
張
網
を
営
む
網
主
の
漁
村
社
会
に
お
け
る

立
場
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

四
ツ
張
網
大
敷
網
場
区
ア
リ
漁
業
ハ
漁
業
者
全
体
ノ
営
業

ナ
レ
ト
モ
年
々
相
当
金
員
ヲ
収
ム
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
営
業

ス
ル
ヲ
得
ス

鰐
網
場
区
ハ
漁
業
者
全
体
ノ
営
業
ニ
シ
一
ブ
前
項
卜
異
リ
金

員
ヲ
収
メ
ス
自
由
二
営
業
ス
ル
事
ヲ
得
ル
ト
難
モ
前
営
業

者
ノ
承
認
ヲ
得
ル
ヲ
必
要
ト
ス

(
只
浦
明
治
九
年
以
後
「
漁
業
慣
行
」
)

つ
ま
り
大
敷
網
・
四
ツ
張
網
の
網
主
は
浦
方
の
経
費
を
負
担

す
る
か
わ
り
に
、
漁
場
の
利
用
秩
序
を
構
築
す
る
に
あ
た
り

主
導
権
を
に
ぎ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

只

一
九
九
二
年
三
月

七
七

鰯
飯

大
腸

大
鱈

3
 
1

4
 
1

n
8
4
2
2



明
治
前
期
の
漁
場
慣
行
▲
根
半
島
沿
岸
漁
村
の
実
態
1

⇔
船
元
経
営

%

森
安
章

自
村
の
漁
業
者
で
あ
れ
ぱ
平
等
な

立
場
で
漁
業
が
で
き
る
も
の
は
貝
採

海
藻
採
・
鰯
中
引
網
・
観
網
・
鰯
掛

網
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た

こ
の
う
ち
貝
採
海
藻
採
は
生
存
・

、

が生
活
手
段
を
採
取
す
る
た
め
の
も
っ

と
も
基
本
的
な
漁
法
で
あ
る
こ
と
に

留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
貝

採
海
藻
採
は
漁
業
者
た
る
資
格
条
件

と
い
っ
て
ょ
く
、
旧
慣
に
違
背
し
た

も
の
に
「
採
貝
採
藻
場
二
於
テ
一
月

以
内
ノ
営
業
ヲ
禁
止
」
の
処
分
は
何

よ
り
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

貝
採
海
藻
採
の
漁
獲
高
と
船
痛
料

7

名

を
み
た
の
が
表
三
二
で
あ
る
が
、
漁
獲
高
が
相
当
の
現
金
収
入
に
な
っ
て
い
る

こ
と
と
船
痛
料
が
古
同
率
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
貝
採
海
藻
採
は
漁
業
者

に
と
り
家
計
維
持
の
基
盤
で
、
そ
の
上
に
雇
用
労
働
力
を
提
供
す
る
こ
と
に
ょ

り
網
元
経
営
を
支
え
る
役
割
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

浦
浦
浦

津

釜
塩
只

江
戸
時
代
を
つ
う
じ
て
発
展
し
幕
末
に
い
た
っ
て
烱
熟
し
た
伝
統
的
漁
業
技

術
は
、
明
治
前
期
に
い
た
っ
て
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
と
一
般
に
い
わ
れ
て

る
。
こ
う
し
た
在
来
漁
法
で
は
あ
っ
た
が
、
漁
業
生
産
は
活
発
に
お
こ
な
わ

いれ
て
一
時
的
と
は
い
ぇ
漁
獲
量
は
増
大
し
た
が
、
や
が
て
限
界
に
達
し
た
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
漁
業
者
が
旧
慣
の
技
術
体
系
の
な

か
に
契
機
を
つ
か
め
ぱ
、
漁
業
生
産
力
は
発
展
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
も
の
と
し
て
沖
合
操
業
的
な
テ
グ
リ
網
(
手
操
網
)
を
取
り
上
げ
る

こ
と
に
す
る
が
、
こ
れ
と
て
網
材
料
は
藁
縄
と
麻
糸
で
あ
り
伝
統
的
技
術
体
系

の
範
疇
に
入
れ
て
ょ
い
。
テ
グ
リ
網
の
導
入
は
、
能
率
的
な
漁
法
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
他
の
漁
法
に
と
っ
て
脅
威
と
受
け
と
ら
れ
た
。

明
治
一
七
年
三
月
、
十
六
島
浦
漁
民
惣
代
は
手
繰
網
営
業
廃
止
の
儀
に
付

願
を
出
雲
楯
縫
神
門
郡
長
に
提
出
し
た
が
、
そ
の
理
由
に
「
大
敷
四
ツ
張
等
ノ

網
又
ハ
釣
魚
営
業
者
共
幾
数
人
ノ
営
業
ヲ
防
ケ
」
ま
た
「
大
魚
ヲ
網
ス
ル
コ
ト

稀
ニ
シ
テ
専
ラ
小
魚
ノ
ミ
ヲ
網
ス
」
の
二
点
を
あ
げ
て
、
激
し
く
非
難
を
あ
び

せ
た
。
や
が
て
手
繰
網
は
漁
業
上
の
制
限
禁
止
事
項
と
な
る
が
、
そ
れ
を
漁
業

組
合
等
の
規
約
に
求
め
る
と

手
繰
網
ハ
明
治
廿
一
年
二
月
末
日
以
降
使
用
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

(
明
治
二
0
年
楯
縫
神
門
郡
漁
業
組
△
巳

手
繰
網
及
之
二
類
似
ノ
漁
業
ハ
楯
縫
郡
北
浜
村
大
字
釜
浦
卜
大
字
塩
津
ト
ノ

境
界
見
通
シ
秋
鹿
郡
々
界
迄
ハ
禁
漁
区
域
ト
ス
ル

(
明
治
二
0
年
楯
縫
神
門
郡
水
産
業
組
合
)

八
束
郡
界
ヨ
リ
北
浜
村
大
字
十
六
島
岬
経
島
(
亥
ノ
正
中
見
通
)
迄
ノ
地
先

二
於
テ
ハ
毎
年
三
月
一
日
ヨ
リ
十
月
三
十
日
迄
ノ
間
手
繰
網
ヲ
使
用
ス
ヘ
カ

四
漁
業
技
術
の
発
展
方
向

七
＼

ラ
ス

5
5
0
3
0
0

1
 
2

認
認
噐
部
和

小津浦

十六島浦

表B

鮑・栄螺漁

海草類・鮑漁

海草類・鮑漁

海草類・鮑漁

海草類・鮑漁

海草類・カナギ漁

明治9年漁獲高と船痛料

島根県文書科明治9年「漁業場区台帳」(海河の部)

漁獲高冊

31.4

40.0

40.0

34.2

33.3

8.8

船痛料働
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北
浜
村
大
字
十
六
島
岬
ヨ
リ
日
御
碕
(
亥
ノ
正
中
見
通
シ
)
迄
ノ
地
先
二
於

テ
ハ
毎
年
三
月
一
日
ヨ
リ
十
月
十
六
日
迄
ノ
間
手
繰
網
ヲ
使
用
ス
ヘ
カ
ラ
ス

(
明
治
三
六
年
簸
川
郡
水
産
組
合
)

手
繰
網
は
、
動
力
船
が
登
場
す
る
に
い
た
っ
て
八
束
郡
片
江
村
渋
谷
兼
八
に

よ
っ
て
、
二
隻
曳
底
曳
網
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

こ
こ
で
明
治
前
期
に
お
け
る
漁
具
の
形
態
と
そ
の
構
造
そ
の
使
用
方
法
を

0

紹
介
し
て
お
き
た
い
(
只
浦
明
治
九
年
以
後
「
漁
業
慣
行
」
)

鰐
網
ヲ
以
テ
鰻
ヲ
漁
ス
ル
ニ
ハ
豫
テ
壹
間
位
二
切
り
タ
ル
竹
ヲ
拾
本
位
宛
結

ヒ
付
テ
上
二
松
杉
等
ヲ
建
テ
目
印
ト
シ
竹
ノ
一
端
二
綱
ヲ
結
ヒ
綱
端
二
破
小

ヲ
ツ
ケ
タ
ル
者
ヲ
海
中
二
数
拾
個
漬
ケ
置
キ
ケ
加
^
上
チ
^
ヒ

ヲ
以
テ
作
り
タ
ル
袋
二

小
石
ヲ
入
レ
タ
ル
モ
ノゑ

ー

=
・
ー

リ
方
ハ
一
宇
絲
網
三
ブ
上
下
二
綱
ヲ
附
シ
上
側
ニ
ハ
浮
木
下
側
ニ
ハ
士
製
鎮
ヲ

附
シ
袋
ノ
下
ニ
ハ
袋
ノ
浮
キ
上
ラ
サ
ル
為
メ
鎮
ヲ
附
ク
ル
ナ
リ

三
人
乗
三
艘

四
ツ
張
網
ヲ
以
テ
魚
ヲ
漁
ス
ル
ニ
ハ
漁
船
七
艘
^
心
懸
驫
ニ
シ
テ
人
昌
拾
五

右
、
.

^
:
 
3
〕
.
・
"
グ
ノ

一

f

之
二
鰐
ノ
集
マ
リ
タ
ル
ヲ
漁
船
三
艘
ニ
テ
一
悪
ハ
五
人
乗
貮
艘
ハ
網
ヲ
積
ミ
壹

艘
ハ
漬
ノ
傍
二
至
リ
舷
ヲ
叩
テ
ヲ
聞
キ
船
二
尾
シ
テ
来
ル
モ
ノ
ナ
リ
鱈
ヲ
連
レ
去
ル

ト
キ
貮
艘
ノ
網
船
ハ
船
ヲ
包
テ
網
ヲ
打
廻
シ
網
ロ
ニ
テ
俗
言
「
デ
ン
ボ
」
ト

テ
木
片
ヲ
投
シ
テ
魚
ヲ
威
シ
魚
ヲ
シ
テ
網
口
二
至
ラ
シ
メ
ス
カ
斯
、
踵
^
,
魚

^
,
来
次
第
二
網
ロ
ヨ
リ
引
上
ケ
魚
ヲ
袋
ノ
中
二
追
ヒ
入
レ
捕
魚
ス
網
ノ
作

屡

え
風

ケ

倉
碇

'
.

十
.
」
臼
'
庫

P
イ

な
,
姦
;
進
ん
、
、

;
 
1
嗹
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八
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亨
太
.
4
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上
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リ
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忠
地
~
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碇
御1

4

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

y
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ケ
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、

や
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^
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゛
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J
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、
ゞ
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゛
'
ι
、
.
一

ニ
ノ
一
 
r

1 ＼
＼

、
＼

」

人
ヲ
要
ス
網
ハ
一
宇
と
縄
ト
ヲ
以
テ
作
リ
苧
網
ハ
袋
ニ
シ
一
プ
其
周
囲
二
網
ヲ
附

ケ
之
二
縄
網
ノ
大
中
小
七
段
二
分
チ
作
り
タ
ル
網
ヲ
附
ケ
縄
網
卜
側
網
ト
ノ

間
五
尺
宛
ノ
綱
ヲ
以
テ
緊
束
シ
ツ
ケ
之
二
引
手
綱
深
サ
.
"
山
凡
ソ
ニ
十
卸
位
長
ク
ス

/
W
 
ヲ
附
ス
先
ツ
網
ヲ
卸
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
豫
テ
海
中
へ

竹
ヲ
束
ネ
之
二
碇
ヲ
附
シ
テ
五
ケ
処
二
沈
メ
ア
ル
浮
木
二
船
ヲ
繋
ギ
各
船
ト

モ
浮
木
ヨ
リ
拾
五
尋
乃
至
二
十
尋
位
ノ
距
離
ヲ
以
テ
網
ヲ
海
底
二
沈
メ
退
テ

浮
木
二
掛
リ
居
リ
焼
入
船
力
魚
ヲ
連
レ
来
テ
網
ノ
中
央
二
至
ル
頃
各
船
ト
モ

引
手
綱
ヲ
引
揚
ケ
魚
ヲ
袋
ノ
中
二
追
ヒ
入
レ
捕
魚
ス

一
九
九
二
年
三
月

ι

●
ミ
气

凱

,
ニ
゛
ネ

瑞
 
1
晞
L
央

』
々
气

七
九
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明
治
前
期
の
漁
場
慣
行
1
島
根
半
島
沿
岸
漁
村
の
実
態
1

一
ノ
メ

'
/
j
/

鯱
掛
網
ヲ
以
テ
競
ヲ
漁
ス
ル
ニ
ハ
漁
船
一
艘
二
人
員
二
人
ヲ
要
ス
網
ハ
一
宇
絲

ヲ
以
テ
壹
寸
四
分
目
位
二
作
リ
上
下
二
側
綱
ヲ
附
シ
上
側
ニ
ハ
浮
木
下
側
二

ハ
鎭
ヲ
附
ス
之
ヲ
使
用
ス
ル
ニ
ハ
遊
泳
ス
ル
ノ
ケ
所
ヲ
見
込
ミ
一
方
錐
状
二

張
リ
鯲
ノ
側
網
ヲ
伝
へ
壹
網
二
掛
ル
ヲ
待
テ
取
揚
ケ
捕
魚
ス
ル
ナ
リ

.

易

j
,

,
.
ι
,
壹

4
 
,
:
、
.
、
ー
.
、

・
、
武
曝
、
■
多

森
安
章

四
X

一
1

＼
ミ 、

玉

中
引
網
ヲ
以
テ
鰯
ヲ
漁
ス
ル
ニ
ハ
少
ク
モ
漁
船
五
艘
ヲ
要
ス
三
艘
ハ
各
一
人

乗
貮
艘
ハ
壹
艘
二
人
員
十
名
以
上
宛
乗
組
ミ
鰯
ノ
灘
近
ク
寄
リ
来
ル
ヲ
ヲ

網
ヲ
打
廻
シ
テ
之
ヲ
包
ミ
次
第
二
引
揚
ケ
魚
ヲ
袋
ノ
中
二
追
ヒ
入
レ
捕
魚
ス

網
ノ
製
法
及
使
用
法
ハ
袋
及
ヒ
袋
下
ハ
一
宇
絲
纒
ヲ
以
テ
作
リ
之
三
宇
絲
網
ヲ

俗
言
ヤ
ナ
ワ
ト
云
ヒ
網
ヲ
投
セ
シ
ト

附
ケ
上
側
ニ
ハ
浮
木
下
側
ニ
ハ
士
製
鎭
ヲ
附
ス

キ
ハ
浮
テ
上
二
浮
ヒ
居
ル
ニ
依
リ
網

.
踊
二
、
'
,
/
,
/
ー
,
/
'
上
'

1
一
"

一
、
、
原
資
料
に
は
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が
省

/
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、
切
、
/
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、
.
ノ
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宗
"

^
{
F
ナ
ワ
ヂ
如
赱
六
加
法
リ
網
船
ハ
俗
言

「
モ
ヤ
エ
」
ト
テ
網
ヲ
以
テ

繋
キ
合
セ
貮
艘
共
碇
ヲ
卸
シ
テ
舟
ヲ
止
メ
網
ロ
ハ
俗
言
「
テ
ン
グ
リ
」
ト
テ

苧
編
ノ
上
下
二
網
ヲ
附
シ
上
側
ニ
ハ
浮
木
下
側
ニ
ハ
鎭
ヲ
附
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ

張
リ
網
ロ
ヲ
塞
キ
網
ノ
下
側
ヲ
急
二
引
キ
上
側
ヲ
緩
テ
ソ
以
テ
網
口
二
隙
ヲ

生
セ
サ
ル
様
次
第
二
魚
ヲ
袋
ノ
中
二
追
ヒ
入
ル
ル
方
法
ナ
リ

、
、
、
.
 
J

、
、
、
、

i

ノ
,
ノ
,
ー

影
^
威
滋
 
U
イ
X
^

享
木

疲

＼
、
・

八
0

飯
掛
網
ヲ
以
テ
飯
ヲ
漁
ス
ル
ニ
ハ
四
艘
ヲ
以
テ
一
側
ト
シ
各
四
人
ツ
ツ
乗
組

ミ
ニ
人
ハ
櫓
ヲ
押
シ
ニ
人
ハ
網
ヲ
投
下
ス
網
ハ
一
宇
絲
ヲ
以
テ
製
ス
然
シ
テ
之

.
゛

゛

爽
風

ヲ
使
用
ス
ル
ニ
ハ
ニ
艘
ツ
ツ
一
団
ト
ナ
リ
左
右
二
分
レ
魚
ノ
群
集
ス
ル
ヲ
認

メ
該
網
ヲ
以
テ
之
ヲ
取
巻
キ
木
片
二
手
綱
ヲ
付
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
投
入
シ
テ
魚

ヲ
威
シ
該
網
目
二
掛
り
シ
魚
ヲ
捕
フ
ナ
リ

図4 大敷網 図3
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鰯
掛
網
ヲ
以
テ
鰯
ヲ
漁
ス
ル
ニ
ハ
一
黒
ヲ
以
テ
ハ
分
目
位
二
作
り
上
下
二
縄

ヲ
附
シ
上
側
ニ
ハ
浮
木
下
側
一
一
ハ
鎭
を
附
ス
之
ヲ
使
用
ス
ル
ニ
ハ
ニ
人
乗
漁

船
ニ
テ
鰯
ノ
寄
リ
来
ル
ヲ
認
メ
網
ヲ
投
凾
街
等
ヲ
散
布
シ
テ
鰯
ノ
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明
治
前
期
の
漁
場
慣
行
1
島
根
半
島
沿
芹
漁
村
の
器
Υ

本
稿
は
一
九
九
一
年
六
月
に
島
根
近
代
史
研
究
会
例
会
で
発
表
し
た
も
の
を
、

必
要
最
小
限
の
修
正
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
読
み
返
し
て
み
る
と

文
章
が
淡
泊
す
ぎ
た
り
く
ど
か
っ
た
り
で
、
論
旨
の
展
開
に
未
熟
さ
を
感
じ
る

が
、
そ
れ
は
私
の
漁
業
史
研
究
が
わ
ず
か
一
年
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
も
よ
る
。

゛
)
、

地
域
の
近
代
史
研
究
に
と
っ
て
農
業
史
は
従
来
非
常
に
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た

の
に
く
ら
べ
、
漁
業
史
は
未
開
拓
の
分
野
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
何
か
ら
手
を
付

け
て
ょ
い
の
か
戸
烝
が
あ
っ
た
の
が
研
究
の
進
展
し
な
い
一
因
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
だ
け
に
研
究
の
仕
甲
斐
が
あ
る
と
い
ぇ
よ
う
。
私
は
こ
の
一
年
、
旧
役
場

文
書
・
県
庁
文
書
の
中
か
ら
漁
業
史
料
を
発
見
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
が
、

今
後
は
漁
村
調
査
に
ょ
っ
て
直
接
的
な
史
料
を
探
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
本

稿
は
私
に
と
り
研
究
方
向
を
決
め
た
と
い
っ
て
ょ
く
、
愛
着
の
深
い
も
の
と
な
っ

た
。
ま
た
島
根
半
島
沿
岸
漁
村
を
対
象
と
し
た
私
の
個
別
研
究
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
若
い
研
究
者
が
他
地
域
の
実
態
を
解
明
し
て
い
九
だ
け
た
ら
喜
び
で

あ
る
。
そ
し
て
個
別
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
き
、
や
が
て
理
論
的
に
包
括

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

島
根
近
代
史
研
究
会
は
少
人
数
の
研
究
団
体
で
は
あ
る
が
着
実
に
成
果
を
あ

げ
て
き
た
が
、
私
の
さ
さ
や
か
な
研
究
も
こ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
島

根
大
学
法
文
学
部
竹
永
三
男
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
本
稿
を
ま
と

め
る
に
あ
た
っ
て
農
学
部
伊
藤
康
宏
氏
の
助
百
を
受
け
た
こ
と
を
申
し
添
え
て

お
き
た
い
。

お
わ

ハ
ニ

二ι

水
雙

"
ー
.

エ
ー
↓

▲
●
●

、
ー

(
1
)
二
野
瓶
徳
夫
『
明
治
漁
業
開
拓
史
』
七
頁

(
3
 
邇
摩
郡
福
光
村
役
場
文
書
に
ょ
る
が
、
刊
行
予
定
の
需
泉
津
町
誌
』

に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

(
3
 
二
野
瓶
徳
夫
『
明
治
漁
業
開
拓
史
』
ニ
ハ
頁
に
は
全
国
の
漁
獲
条

伸
び
悩
み
状
態
に
な
る
の
は
明
治
一
 
0
年
代
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
ま

で
さ
か
の
ぽ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

(
4
)
明
治
二
八
年
「
第
一
次
殖
産
十
年
計
画
」
(
『
新
修
島
根
県
史
』
史
料

篇
5
近
代
咽
に
所
収
)

(
5
)
明
治
四
二
年
「
第
二
次
殖
産
十
年
計
画
」
(
前
掲
『
県
史
』
に
所
収
)

(
6
)
二
野
瓶
徳
夫
『
漁
業
構
造
の
史
的
展
開
』
一
八
六
頁
、
二
野
瓶
氏
は
県

庁
文
書
に
ょ
り
島
根
県
全
域
の
漁
業
権
に
つ
い
て
包
括
的
に
分
析
さ
れ

て
い
る

(
7
)
平
沢
豊
『
日
本
の
漁
業
そ
の
歴
史
と
可
能
性
』
三
三
二
頁

(
旦
二
野
概
夫
『
漁
業
構
造
の
史
的
展
開
』
一
九
九
頁

(
9
)
只
浦
「
漁
業
慣
行
調
査
書
」
は
明
治
二
五
年
一
 
0
月
調
査
、
御
津
村

「
漁
場
慣
行
調
査
書
」
は
明
治
二
四
年
調
査
の
も
の
で
県
に
報
告
し
た
。

県
内
各
漁
浦
で
も
調
査
報
告
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
県
庁
に
は
現
存
し

て
い
な
い
。
し
か
し
旧
役
場
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
『
平
田
市
誌
』
『
江
津
市
誌
』
『
仁
摩
艇
』
に
史
料
の
一

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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